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抄 録
ナシノヒメシンクイガの多成分性誘引物質系におけ
る各成分が行動に及ぼす役割
BehavioralRoleofIndividualComponentsola
MultiehemicalAttractantSystemintheOriental
FruitMoth.R.T.CARDE.T.C.BAT(I:氏,W.L.
RoELOFS,Nature,253,348(1975).
誘引剤として作用する性フェロモンに本来誘引性の
ない化合物を加え,誘引性を増加または城少させる物
質を,その行動学的および神経生D.学的な役割が不例
のまま,それぞれ協力剤または阻苔剤と呼んできた.
ナシノヒメシンクイガGra♪hotilhamolcsta(Busck)
の主フェtlモンは cl'S-81dodecenylacetate(C8112:
Ac)と関だされているが,約8,%の トランス異性体
(t8-12:Ac)の氾人が必A-1とされている.またこれに
dodecylalcohol(12:OH)を加えると雄蛾の誘引率
が2m-になるという.野外試験の結凪 C8-12:Ac
(100lLg)Il一用の切介トラップへ向う封は ほとんどない
が,これに6.8,%のt8-12:Acを加えるとトラップ率
は56,06となり.さらに12:OHを加えろと93%となっ
た. トラップ串からいえば誘引協力剤12:OHはfl'･地
Gi庇を高めるようである.田径60cmの円卓の中心か
ら誘引剤を揮散させ詳しく12:OHの役割を分析した.
予節試験より10lLgのC8-12:Acにt8-12:Acを6･8
,%加えると好結果を与えることから,これに郁々の爪
の12:OHを加えて試映した.この純米nJ]らかに印の
三■り山Wi庇を花め.はばたき少き,網引W!へのほ近.そ
して hairpcncilの以ホ印度がmくなることが和実(さ
れた.年15-liの化令物が hairpcncitの班示を屈すと､Fl
明しT:氾初の例である.雌il休からは ⊂8-12:Acの
存在しか碓記されていないが.この和は今まで述べた
如く多成分退L.Tシステムを利用していろように想われ
る.C8-及びt8-12:Acは誘引の必要条件であるが,
以前協力剤と考えられていた12:OHを加えなければ
前述の行動が起らないことから,12:OHは交尾前行
動の胡城を刺激するものと考えられる.
(桑原保正)
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